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平
成
二
十
八
年
二
月

一
日(

月)

夜
六
時
よ
り
、
「

 

瀬
戸
内
バ
ル
＋
」
に
て
、
「

 

第

三
回
柳
川
川
柳
学
校
」が
開
校
さ
れ
ま
し
た
。
菅
田
校
長
よ
り
の
挨
拶
の
後
、
前
回

最
優
秀
作
品
受
賞
者
井
口
さ
ん
に
乾
杯
の
音
頭
を
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、

懸
案
の
関
西
民
放
ク
ラ
ブ
「騒
の
会
」と
の
交
流
の
第

一
歩
と
し
て
、 

同
会
か
ら
の
見
学
の
話
が
あ
り
ま
す
が
、
早
急
に
調
整
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
参
加
者
十
二
名
各
三
句
（

 

自
由
吟

一
句
・課
題
吟
二
句
）
の
計
三
十

六
句
か
ら
、
優
秀
作
品
四
句
・最
優
秀
作
品

一
句
の
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
不
在

者
投
稿
は

一
名
二
句
で
し
た
。
そ
の
後
、
自
画
自
賛
コ
ー
ナ
ー
。
作
者
の
川
柳
及
び

人
生
観
に
触
れ
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
時
間
帯
で
し
た
。 

菅
田
校
長
よ
り
、
「

 

四
句
八
句
コ
ー
ナ
ー
」と
し
て
、
川
上
三
太
郎
の
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。
彼
は
、
川
柳
六
大
作
家
の
ひ
と
り
で
、
前
回
紹
介
の
あ
っ
た
時
実
新
子
の

師
匠
に
あ
た
る
人
で
す
。
彼
の
川
柳
と
人
と
な
り
に
ふ
れ
、
ま
す
ま
す
川
柳
の
奥
深

さ
を
知
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

お
待
ち
か
ね
の
結
果
発
表
で
す
が
、
太
田
富
士
雄
さ
ん
の
句
が
最
優
秀
作
品
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
以
下
の
通
り
で
す
。 
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中
締
め
と
し
て
、
辻
川
補
佐
よ
り
、
次
回
四
月
度
の
開
催
要
項
の
お
知
ら
せ
が
あ

り
ま
し
た
。
四
月
は
、
四
日(

月)

夕
刻
ス
タ
ー
ト
、
投
句
締
め
切
り
は
三
月
二
十
日

（日
）と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
が
決
ま
り
次
第

一
斉
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

            

 

参
加
者
～
井
上
・井
口
・伊
藤
・太
田
・高
谷
・松
田
・行
本
・横
田
・若
槻 

菅
田
・辻
川
・吉
原
（順
不
同
）  

 
 

 

報
告
～
吉
原 

 

集合写真！！ 

 

乾杯！！ 
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柳
川
川
柳
学
校
第
３
回
提
出
作
品 

日
時
：平
成
二
十
八
年
二
月

一
日
（月
）午
後
六
時
～
八
時 

教
室
：瀬
戸
内
バ
ル
＋ 

自
由
吟 

① 

国
予
算
足
ら
ず
の
金
は
先
送
り 

② 

お
年
玉
遣
る
よ
り
欲
し
い
爺
と
婆
～
優
秀
作
品 

③ 

駄
洒
落
妻
ダ
ジ
ャ
レ
ー
夫
人
と
呼
ば
れ
お
り 

④ 

新
年
会
せ
め
て
会
費
は
一
葉
に 

⑤ 

振
袖
を
エ
コ
で
着
回
す
三
姉
妹 

⑥ 

高
齢
者
さ
ら
に
増
え
ま
す
高
齢
車 

⑦ 

赤
い
糸
男
結
び
が
解
け
な
い 

⑧ 

遊
べ
な
い
遊
び
道
具
が
増
え
て
き
て 

⑨ 

取
説
の
一
行
目
か
ら
意
味
不
明 

⑩ 

華
麗
な
ら
ぬ
加
齢
が
集
い
三
回
忌 

⑪ 

高
齢
化
頼
る
人
な
し
雪
下
ろ
し 

⑫ 

老
い
も
よ
し
耳
遠
く
し
て
世
は
の
ど
か
～
最
優
秀
作
品 
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課
題
吟 
雲 

① 

オ
レ
オ
レ
の
詐
欺
師
は
す
で
に
雲
隠
れ 

② 

雲
掴
む
如
き
初
夢
二
億
円 

③ 

川
柳
の
校
長
先
生
雲
の
上 

④ 

か
く
あ
ら
ん
色
は
染
ま
れ
ど
白
き
浮
雲

く

も 

⑤ 

あ
か
ね
雲
富
士
を
染
め
つ
つ
初
日
の
出 

⑥ 

探
査
機
雲
を
後
に
し
宇
宙
旅 

⑦ 

雲
行
き
が
怪
し
く
な
る
も
ノ
ー
テ
ン
キ 

⑧ 

去
来
す
る
雲
を
羨
む
こ
と
も
あ
り
～
優
秀
作
品 

⑨ 

孤
独
な
る
群
集
空
か
ら
雲
が
見
る 

⑩ 

雲
に
乗
り
浮
遊
し
た
い
が
重
す
ぎ
る 

⑪ 

テ
ロ
続
き
世
界
を
巡
る
黒
い
雲
～
優
秀
作
品 

⑫ 

見
る
ほ
ど
に
面
影
の
似
る
ち
ぎ
れ
雲
～
優
秀
作
品 
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課
題
吟 

時 
① 

元
旦
に
時
の
流
れ
を
噛
み
し
め
る 

② 

古
稀
過
ぎ
て
時
よ
止
ま
れ
と
吾
願
う 

③ 

老
い
て
な
お
時
に
夢
見
る
こ
と
も
あ
り
～
優
秀
作
品 

④ 

楽
し
み
に
待
っ
た
明
日
は
も
う
き
の
う 

⑤ 

幸
せ
な
時
は
無
く
し
て
気
づ
く
も
の 

⑥ 

時
の
人
五
郎
丸
来
て
澤
が
去
る
～
優
秀
作
品 

⑦ 

さ
ま
よ
え
る
丑
三
つ
時
の
五
七
五 

⑧ 

惜
し
む
間
も
な
い
ほ
ど
早
く
時
は
過
ぎ 

⑨ 

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
か
け
て
も
残
る
過
去
の
時 

⑩ 

辞
め
時
を
は
ず
し
て
陰
で
謗
ら
れ
る
～
優
秀
作
品 

⑪ 

時
過
ぎ
て
年
賀
あ
い
さ
つ
古
稀
の
文
字 

⑫ 

潮
時
も
釣
れ
ず
立
ち
寄
る
鮮
魚
店 

 

不
在
者
投
稿
句 

＊
合
コ
ン
だ
見
栄
を
は
る
な
と
老
い
の
声 

＊
時
々
が
再
々
に
な
り
今
オ
ム
ツ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

以
上 


